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調整池

宝塚市

明石市

　阪神地域は、水道水源となる大きな河川がなく慢性的な水不足に悩まされていました。
そこで、安定した給水を確保するため、昭和11年7月、阪神水道企業団が設立され、
遠く琵琶湖・淀川水系を水源とする水道用水供給事業にとりかかり、昭和17年に給水を開始しました。
　以来、発展を続ける構成市の水需要に対処するため拡張工事を実施し、現在は1日最大112万8千ｍ3の
供給能力を有し、その全量がオゾンと活性炭処理を取り入れた高度浄水処理水となっています。

　猪名川浄水場は、尼崎市北東部、大阪国際空港の南西約2kmに位置している阪神水道
企業団の中核浄水場です。昭和34年に着工し、昭和38年に一部通水を開始し、昭和46
年に給水能力日量59万5千ｍ3の施設（Ⅰ・Ⅱ系）として完成しました。その後、第5期拡張
事業により新設の浄水施設（Ⅲ系）を平成3年に着工し、平成5年から一部通水を開始し平
成9年7月には日量91万6千9百ｍ3の供給能力を有しています。
　猪名川浄水場の浄水施設は3系統に別れており、Ⅲ系は設計当初より高度浄水施設を導
入し建設されています。Ⅰ・Ⅱ系浄水施設も既設沈澱池を横流式から傾斜管式に改造する
ことにより生まれた用地に高度浄水施設を建設し、平成12年7月から全量高度浄水処理
水を供給しています。
　浄水処理された水道水は、尼崎市に対しては需要水量に見合うよう配水管圧を調整しな
がら直接ポンプ圧送しています。また、中継ポンプ場（甲東ポンプ場）の調整池までポンプ
圧送し、そこで再度加圧して西宮市、芦屋市及び宝塚市に分水しながら、六甲山中のトンネ
ルを自然流下で神戸市及び明石市へ送水しています。

※明石市への送水は、水道法上の第三者委託により神戸市に委託。
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　沈澱池で沈澱堆積した汚泥を引き抜き濃縮槽に送ります。
濃縮槽で脱水しやすい濃度まで濃縮し、脱水機で機械的に脱
水して板状のケーキにします。また、一部は天日乾燥池へ送り
自然に乾燥させ、運動場用土、セメント原料、農・園芸用土等
に有効利用しています。
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LCD監視装置（24インチ）

大型マルチスクリーン装置（70インチ、DLP方式）
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■硫酸注入設備

Ⅰ・Ⅱ系

Ⅲ系

注入ポンプ　0～360ℓ/時×4台

注入ポンプ　0～360ℓ/時×4台

貯蔵槽　10m3×2槽　PE+SUS製

　尼崎市内には、配水ポンプで管圧調整を行い尼崎市の配水
管に直接ポンプ圧送しています。神戸市、西宮市、芦屋市及び
宝塚市には中継ポンプ場である甲東ポンプ場を介して、送水ポ
ンプでポンプ圧送しています。
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40m3×3槽　チタン製




